
健診結果等データの電子的管理について

１ 健診結果等データの電子化の必要性について

(1) 健診結果等データの送付・蓄積

医療保険者には、被保険者の健診を実施する様々な健診機関・保健指導機関や、

被扶養者の健診を実施する他の医療保険者、さらには、労働安全衛生法に基づく健

診を実施する事業者などから、健診結果等データが送付されてくることとなる。こ

のため、健診結果等を電子化し、データの互換性を確保することで、医療保険者が

継続的に多くのデータを蓄積していくことが可能となる。

(2) 健診・保健指導の実施・評価

蓄積された健診結果等データを有効に活用することで、必要な保健指導（情報提

供・動機づけ支援・積極的支援）を受ける者を確実かつ容易に選定・階層化するこ

とができる。

また、レセプトを活用した分析を実施し、健診・保健指導の計画、評価を行い、

保健指導内容の改善、アウトソーシング先の選定の参考とするなど、健診・保健指

導事業の改善を行うことが可能となる。

２ 健診結果等データの流れ（別添１参照）

(1) 健診機関→医療保険者（高齢者医療法第28条）

健診機関機関から医療保険者に対し、被保険者・被扶養者の健診結果を送付す

る。国は、データの互換性を確保し、継続的に多くのデータを蓄積していくため

に、電子的な標準様式を設定（健康局の研究班においてフリーソフトを作成・配

布）する（別添２参照 。）

(2) 医療保険者→被保険者、被扶養者（高齢者医療法第23条）

医療保険者から被保険者、被扶養者に対し、各個人が保存しやすい形で健診結

果を送付する。国は、被保険者が異動する場合を想定し、健診結果の様式を設定

する。

(3) 医療保険者→社会保険診療報酬支払基金→国（高齢者医療法第142条）

医療保険者は、①健診・保健指導の様式に沿った実績報告（集計データ 、②対）

象者全員の健診・保健指導の項目のうち標準的な健診・保健指導プログラムに定め

る項目に関するデータ（個人識別情報を外した情報）を社会保険診療報酬支払基金

を通じて国に提出する。

(4) 医療保険者内

医療保険者は、必要に応じ、健診結果等データとレセプトデータを突合分析（個

人の健診結果等データとレセプトデータを結合させることにより、様々なグループ

分けによる比較等）を行うことで、例えば、医療費が比較的高額になっている疾患

グループの過去の健診データにより、そのグループが過去にどのような健診結果で

あったかを把握し、現在、どのような健診結果のグループに対し優先的に保健指導

を行うかを決定することができる。

※ 各医療保険者が、加入者の個人データを保存するとともに、個人や集団の状況

を分析するためのソフトは、民間事業者の開発に委ねるということでいいか。
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